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-D-グルコサ ミン (GIcNAc)は変形性関節症 (OA)
などの関節機能障害の改善に有用であるとされ,覗


















































































社 CodeLiI正 川 MouseWholeGenomeBi()arraysを
用い,操作はCodeLink-l､王のプロ トコ-ルに従って
行った.cRNA は, 1FLgのt()talRNAか ら合成 し







社 nova4080shakingincubatorを 用 い て M()use
WholeGenomicBi()arrayに37℃.18時間の条件下
でハイブリダイゼーションを行った.ハイブリダイ
ゼー ション後,アレイを46℃の0.75× トリスバ ッ
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A:G‡cNおよびGIcNAcで発現レベルが2倍以上に増加した転写産物数.
冒:GIcNおよびGk:NAcで発現レベルが0.5倍以下に減少した転写産物数.








GIcK '.グルコキナーゼ (Glucokinase) GP仁クルコース-6-リン酸イソメラーゼ (GLucosephosphateisomerase)
PFK:ホスホフルクトキナーゼ (Phosphofructok=1aSe) FruBPAL:フルク トー ス一㌦ 6-ビスリン酸 トリホスリン酸ア-
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影が糖号鴬謝に竃見る影響
GIcNおよびGIcNAcが糖代謝 に与 える影響 を検
討 した.は じめに,解糖系に関係する酵素の転写産
物 発現 レベ ルを検討 した.その結果,glucokinase
(GIcK)の発 現 レベ ル は,GIcと比 較 して,GIcN
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GFAT.'グル コサミン-フル ク トース-6-リン酸アミ
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還伝子毛 fOldchange foldchange(GlcN′Gfc) (GcNAc/G
54ydroxytryptamine(serotonin)receptorlF(HTRlb) 30 0.5
inte｢厄ukinl7｢ecptOrB(tE17｢b) 20.9 0.8





































GkNAcは4.5倍 だ っ た. さ らに, 組 織 メ タ プ







を泰 2に示 した.その結鼠 17β-hydroxyster()id
dehydrogenase-1(Hsd17bl)と17β-hydr()Ⅹysteroid
dehydrogenase-3(Hsd17b3)のGIcと比較 した相対
値 は,GIcNは4倍 と2.3軋 GIcNAcは0.5と0.4







=･: ..-":･~'･一/ .I: .･,.≡.I:髄.･'挙亭主∴ 17=三‥Ll.S-∴I::I-要義.:1
日 ･":I.:H-:_-:I-:-"I:i:I
GIcNAc特異的に発現 レベルが減少 した遺伝子





GIcNは0.9倍,GIcNAcは0.5倍 と な り,GIcNAc
のみで顕著に発現 レベルが減少 した.Rafの下流
遺伝子 を検討 した.その結果,mitogen-activated
























































































































以 上 筆者 らは,GIcNお よびGIcNAcの摂取 に
よる生体への影響は,共通作用と特異的作用がある
ことを遺伝子 レベルで明らかにした.GIcNおよび
GIcNAc共通の作用メカニズムとして,GFATおよ
びTIMPの遺伝子発現レベルを調節する結果,細胞
外基質におけるグリコサミノグリカン量を増加させる
可能性が示唆された.また.GIcN特異的な作用とし
て,血中エストロゲン濃度を調節する可能性が示唆さ
れた.さらにGIcNAc特異的な作用として,ERKシ
グナル伝達を抑制する可能性が示唆された.本実験の
結果は,GIcNおよびGIcNAc摂取時における肝臓の
mRNAレベルを通常マウスで示したものであるため,
今後.リアルタイムPCRなどを用いてmRNAの定量
をするとともに,個々の事象をタンパク質レベルおよ
び個体レベルで検討することが望まれる.
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